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SAMI 1044天体のデータを使ったM-Z relation
- SDSSとの違い：Reffサイズ内を用いている (SDSSはファイバーサイズで

サンプリングが決まってしまっている)
- CALFA, MaNGAではFMRは見つかっていないのを確認する

結果：
(1) MZRに2ndry relation (SFR、sSFR依存性)は見つからず
(2) あったとしても

(a) Manucci+10で言われていたものよりも弱い。
(b) <1e9Msunか、SFRが大きいものでしか見られない

FMRが消えた理由は？
(1) Aperture effect

- IFUのデータを固定aperutreで処理するとFMRが現れる
(Sanchez+17)

(2) サンプルセレクション：おそらく関係ない(とはいえSDSSにくらべ一桁
以上サンプルは少ないが)

(3) O-abundanceの出し方
abundance indicatorがほかのパラメータと相関していると現れる可
能性あり => 今回、11個のindicatorを使ったがFRMは出なかった

今回の結果が示唆するもの
=> 大部分の銀河の化学進化はlocal processが支配していて、outflowの
寄与は小さい（あるいは銀河中心部でしかoutflowは影響しない）
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